














等学校宗教教科i lﾄ.i (1949年),基督教教育同照会編I基督教主我! i 1学
校及び高等学校宗教教科書」 (1951年), さらに蕊，群教学校教育同淵編
Iキリスト教主我中学校及び高等学校聖書教科書1 (1956-58年)の内容
















































1 ． 182．12, ルカ2･1 20) 1 イエスの誕生, 2少年時代（ルカ2･






五エルサレムヘ l受難の．予告， 2エルサレムヘ， 3よいサマリヤ
人（ルカ10.2537), 4マルタとマリヤ（ルカ1().3842), 5三つの
たとえ(ルカ15), 6エルサレムまで，第二章受難と復活一入城
(マタイ21 ･ 1 11, マルコ11･1-10, ルカ19．28-44),二宮きよめ
(マタイ21 ･ 12 17, マルコ11･1518,ルカ19･4546),三最後の







































































































a. 1960 (昭和35)年4月5日初版発行, 1965 (昭和40)年7
版発行, 1966 (昭和41)年改訂初版発行, 1967 (昭和42)年改訂





























わたしもそのなかにいる （一） 教会について （一)，第二十章わた























まりそれは「キリスト教入門』 ( 1959 (昭和34)年4月5日第1版
第1刷発行, 1986 (昭和61)年4月10日第1版第29冊発行，定価
680円，創元社） として出版されている。他方，改訂版の方も, 1968













































































































18, 19, 21, 22),ニヤコブとエサウ（創25．19, 27, 28, 32, 33),
三ヨセフ（ﾊﾘ37, 3947, 50), ヨセフと兄たち("1),"|ﾉﾘ章出工
167
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とダビデ(Iサム9-11, 15-17, 20, 24, 31, 11サム1-5, 8, 11, 12,
15, 18, 11列王l),ニソロモン(I1列王2, 3, 6-8, 10, 11),詩編
について，筬言について，第七章分裂王国時代一エリヤ(I1列

















a. 1959 (昭和34)年4月5日初版発行, 1966 (昭和41)年4月
5日第2版第1冊発行, 1987(昭和62)年4月5日第2版第24冊












ム（創11･27-13, 14･13 15．18, 18, 19, 21, 22),第五章族長時
代 （二) (El128.16-17),一ヤコブとエサウ （創25．19, 27, 28,
32， 33)，第六章族長時代 （三） （創41･3840),一ヨセフのお
いたち（創37･1 2, 37.1236, 39.1-23),二獄屋のヨセフ（創39･
2021, 40),三獄屋からエジプト全国のつかさへ第七章族長時
代 （四） （創45.7-8)，一殺物を求めて（剣42)，二ふたたびエ





エジプトにおけるモーセ（出5, 12, 13･17-22, 14．1 18),二雲の
柱火の柱（出13．1722, 14．1 18),第十章出エジプト時代 （三）
(I619．5),一シナイ山へ（出15．22-27, 16, 17),ニシナイ山









テ(Iサム17),三全イスラエルの王(Iサム16, 20, 21, 24, 11サ
ム28)，四ダビデの晩年(IIサム15, 18,Ⅱ列王1),第十六章王






りの戦い(1列王8, 18, 19),第十九章分裂王国時代 （三) (アモ











7)，三苦境に立つ（エレ11, 15, 17, 20),四エルサレム包囲(11
列王24， 25，エレ24,27,40)，第二十三章分裂王国時代 （七） （エ
ゼ36.23)，一過渡期の預言者（エゼ14, 24, 40),二祭司的関心
(エゼ1-3),三神観(エゼ1, 6, 20, 26, 28, 36, 39),四神の霊




十五章分裂王国時代 （九） （イザ40･1, 40･8),一慰めと励ま
し（イザ40)，ニイスラエルの救い（イザ42， 44， 45)，三唯一神
の信仰（イザ40, 41, 43, 44, 48),四 「主のしもべ」の歌(42･1

























された（イ） と （ロ） を加えると，実に五回にもなる。 これは基督教
教育同盟会及び基督教学校教育同盟が編集した教科書の中でも，際立
つ回数である。関根の影響力の大きさを物語っている。














































したが， （イ） と （ロ）ではその扱いが異なっている。 （イ）は従来型
の「課題」に加えて「注」を設けている。 さらに必要に応じて人名及






































連動（マルコ1 ． 18), 2イエスの受洗（マルコ1 ･9-11), 3荒野の
こころみ（マタイ4･1-11),第2節神の国の到来の告知 l神の国
の到来の告知（マルコ1･14-15), 2最初のでし （マルコ1 . 16-20),
3会堂における福音宣教（マルコ1.21 28)，第3節神の国のしるし
としての奇跡l イエスの奇跡の特徴， 2神の|玉|のしるしとしての奇
跡（マタイ11.2-6, 12.28), 3神の国はあなたがたのうちにある （ル
7t717･2021)
第二章その群れとともに第1節反対者の出現l反対者の鵠
現， 2十二でしをえらぶ(マルコ3.13 19)，第2節神の国の教え l
たとえばなし （マルゴ4.1 33)， 2真の幸福（マタイ5.1-12), 3人々
の無理解（マルコ6･14-29, ヨハネ6･ 15,ルカ10． 13 16)
主題三受難のメシヤ
第一章イエスこそキリスト lわたしをだれというか（マルコ8.
27-30), 2十字架への道（マルコ8･3437, 10.35-45), 3山上の変
貌（マルコ9．229)，第二章十字架と復活の主第1節エルサレ
ムにて l 「ダビデの子」 （マルコ10．4652), 2エルサレム入城（マ
ルコ11･1-11), 3宮きよめ（マルコ11．15 18), 4エルサレムでの論
争， 5レプタ二つ（マルコ12．41 45),第2節苦難のメシヤ lエ
ルサレムに関する預言（マルコ13．1-2), 2ユダの裏切り （マルコ14･
1011), 3最後の晩餐（マルコ14･1726), 4ケッセマネの祈り （マ
ルコ14.3242),第3節十字架と復活1裁判と宣告（マルコ14･
4315.41), 2十字架上のイエス （ルカ23･3943, ヨハネ19.2830),






1 ･3-14) , 2ベンテコステ（使2･1 13), 3ペテロの活動（使2･14
36)， 4初代教会の生活(使2.3747)，第2節使徒たちの働き lバ
ルナバ（使4.3637)， 2ピリポ（使8．439)， 3ステパノ （使6．1-
7･1, 7．54-8･1),第二章パウロの生涯第1節サウロのおいた
ち lサウロのおいたち （使22．15， ピリピ3．56)， 2迫害者サウ
ロ （ピリピ3．56，ガラ1．13), 3パウロの回心（使9･1 19),第2
節パウロの伝道活動lアンテオケ教会とパウロの第一伝道旅行
(使13.1 3), 2エルサレム会議とパウロの第二伝道旅行, 3パウロの
第三伝道旅行（使18･23, 20･1738),第3節パウロの手紙と最後
lパウロの手紙（ガラ1 ．1 10), 2パウロの最後（使27．128．30,
ピリピ1 . 1 11)
主題五その後の宣教活動
第一章迫害異端とたたかう教会の歩み lネロの迫害（マルコ8.
3436, ルカ1 ･1-4), 2 ドミチアヌスらによる迫害(Iペテロ4． 12-
13,へブル12･12,黙示録22． 16-21),第二章グノーシスなどと
のたたかい 1グノーシス主義との戦い(Iヨハネ4･2-3), 2ヘレニ






















































と， 「主題六まとめ」 （1宗教改革と聖書（ローマ1．17), 2聖書




6現場の教師は，本耆を手にしたとき， その「参考」 「研究」 「注」




































する心， 2キリスト教と賛美歌， 3キリスト教音楽の歴史， 4わが国
















































































































2聖霊降臨（使2． 1-13), 3ペテロの説教（使2．442), 4エルサレ
ム教会の生活（使2.43-47, 4.3237)，第三章エルサレム教会の活
動 l ペテロたちの活動（使3.15.42)， 2 ステパノの殉教（使6．
1-7･60), 3 サウロの出現（使7･58, 8． 1)-1タルソ （使21 ･
39， 22．1－22)， 2ローマ市民権（使23.22-29, ピリピ3．16), 3パ
ウロの教育（使22．3， 26．45)， 4迫害（使7．5758， 8． 1 3, 9･
1-9, 22･45, 26．911, 1コリ15･9, ガラ1 ･13, ピリピ3．6),第
四章エルサレム教会の発展 l ピリポのサマリヤ伝道（使8．4
40), 2 サウロの回心と召命（使9．1-30, 22･3-21, 26･918,ガラ












道旅行l ピリピ伝道（使16．11-40), 2 テサロニケおよびベレヤ
伝道（使17． 1 15), 3 アテネ伝道（使17． 1634), 4 コリント伝
道(使18．1 17) ,第四章パウロの第三伝道旅行 l エペソ伝道(使
19･141), 2 トロアス伝道およびミレトでの別れ（使20.1-38),第
五章ローマへの道l エルサレムでの逮捕（使21 ． 1-23．22) 2















































例えば， 「タルソ」 （3942頁)， 「当時の党派もしくは宗派について」
(46-48頁)， 「アンテオケ教会とバルナバ」 （6366頁)， 「皇帝礼拝につ









































































































































一福音の宗教（マタイ6．33, 1テモテ6．12), (マルコ1．14, 15),
二福音の意味（ローマ14･23, 6．23), (マルコ2．17, ローマ1．
16)，三福音の成立（ルカ4．43， 22．42，ガラ1･4), (ヨハネ14･
26， ローマ8･5, 1コリ2． 12)
神
一神の存在（ヨハネ1 ･ 18, 14･6, 9), (マタイ6．9, 10, ヨハネ
4．24)，二創造の神（創1 ．1，黙示録4．11), (へブル11．3),三




21, 1コリ1･18), (Iコリ1 ．23, ローマ5．8),三復活（使徒2．
24, 1コリ15． 14), (ヨハネ11 ･25, Iペテロ1 ．3)
聖霊
一聖霊の存在（ヨハネ15．26,使徒1 ･8), (Iコリ2． 11 12, 11J
リ3･17),二聖霊の作用(Iコリ12．3, ローマ8･14-15), (ローマ
8．9， 8．11 ,ガラ5．2223, 1コリ12･4-11),三聖霊と教会（使
－193
40






3･ 13), (ローマ8．21, 1Iペテロ3．9, ローマ11･36)
d.特質
l 片山正直はすでに二冊の教科書を執筆している。ひとつは, Iキ
リスト教の世界観」 （創元社， 1949 （昭和24）年，高校三年後期用）
であり，他は，溝口靖夫と共同執筆した基督教学校教育同盟編「キリ
スト教の要義j (創元社, 1951 (昭和26)年） とその改訂版「キリ








































































5 「高校三年用」という表記は, I聖書教科書･教師用言j (1959年）
の51頁から引用したものである。
残された課題






















































































































































ラム(Aコース）指導要領」 (1959 (昭和34)年5月20日発行, 74頁，定
価100円)。
－203
